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創刊1000 号

おかげさまで



　市民のみなさんと歩んできた1000号までの道のり
を、小千谷の歴史とともに振り返ります。
　歴代の広報おぢやは、図書館で閲覧できます。

第1号

1000号記念特集

広報おぢや 
1000号の軌跡

　

記
念
す
べ
き
第
1
号
（
昭

和
30
年
10
月
15
日
発
行
）
は
、

「
市
報
お
ぢ
や
」
と
し
て
、
市

制
施
行
か
ら
約
1
年
半
後
に

創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
サ
イ
ズ

は
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
（
新
聞
紙

1
ペ
ー
ジ
の
半
分
の
大
き
さ
）

で
、
当
時
は
1
部
2
円
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

誌
面
に
は
、
位
下
松
五
郎

市
長
や
山
本
英
之
助
議
長
の

挨
拶
が
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、

中
面
は
、
福
祉
や
観
光
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
小
千
谷

の
取
組
を
写
真
で
紹
介
し
ま

し
た
。

　
 P

ickUp

1

小
千
谷
市
の
あ
ゆ
み

昭
和
29
年

3
月
10
日

市
制
を
施
行

昭
和
30
年

10
月
15
日
「
市
報
お
ぢ
や
」
創
刊
号
発
行
①

昭
和
33
年

9
月

秋
祭
り
に
万
灯
が
登
場
。
後
の
「
お

ぢ
や
ま
つ
り
」
の
原
型
と
な
る

昭
和
35
年

10
月
6
日

小
千
谷
駅
舎
完
成

昭
和
38
年

2
月
8
日

３さ
ん

８ぱ
ち

豪
雪
で
自
衛
隊
9
8
6
人
が
救

援
に
来
市

昭
和
38
年

12
月

山
本
山
に
「
市
民
の
家
」
設
置

昭
和
39
年

6
月
16
日

新
潟
地
震
発
生

昭
和
39
年

8
月
26
日

西
脇
済
三
郎
氏
と
西
脇
順
三
郎
氏
へ

名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
る

昭
和
41
年

8
月
12
日
小
千
谷
高
等
学
校
が
甲
子
園
に
出
場
②

昭
和
43
年

8
月

「
お
じ
ゃ
れ
ま
つ
り
」
か
ら
「
お
ぢ
や

ま
つ
り
」
に
改
め
ら
れ
る

昭
和
44
年

11
月
24
日

小
千
谷
市
役
所
の
新
庁
舎
（
現
在
の

市
役
所
本
庁
舎
）
が
城
内
2
丁
目
に

完
成
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広報おぢや1000号記念特集

昭
和
44
年

11
月
24
日

金
子
鋭
氏
と
佐
藤
弥
太
郎
氏
へ
名
誉

市
民
の
称
号
を
贈
る

昭
和
49
年

4
月

市
報
お
ぢ
や
が
月
2
回
発
行
に
な
る
③

昭
和
51
年

2
月

久
保
田
三
知
男
選
手
が
イ
ン
ス
ブ
ル

ッ
ク
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
④

昭
和
53
年

5
月
22
日

「
牛
の
角
突
き
の
習
俗
」
が
国
の
重

要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

昭
和
55
年

3
月
1
日

市
民
憲
章
「
小
千
谷
市
民
の
ね
が
い
」

制
定

昭
和
56
年

3
月

第
1
回
小
千
谷
雪
原
祭
開
催
⑤

昭
和
56
年

12
月
9
日

白
山
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
完
成

昭
和
57
年

3
月
30
日

関
越
自
動
車
道
越
後
川
口
～
長
岡
間

開
通

昭
和
58
年

7
月
6
日

小
千
谷
市
総
合
産
業
会
館
サ
ン
プ
ラ

ザ
オ
ー
プ
ン

昭
和
58
年

7
月
27
日

小
千
谷
大
橋
開
通

昭
和
58
年

10
月
26
日

小
千
谷
駅
前
地
下
道
完
成
⑥

昭
和
59
年

8
月

小
千
谷
市
市
章
お
よ
び
小
千
谷
市
旗

を
制
定

　

第
２
２
３
号
（
昭
和
51

年
1
月
25
日
発
行
）
で
は
、

イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
を

決
め
た
久
保
田
三
知
男
選

手
の
紹
介
記
事
を
掲
載
し

ま
し
た
。
久
保
田
選
手
は
、

合
計
2
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

第
88
号
（
昭
和
41
年
8
月
10
日
発
行
）
で

は
、
小
千
谷
高
校
野
球
部
が
全
国
高
等
学
校

野
球
選
手
権
大
会
（
夏
の
甲
子
園
）
出
場
決

定
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
出
場
報
告
の

た
め
、
選
手
が
市
内
を
行
進
し
た
と
き
の
写

真
も
掲
載
し
ま
し
た
。

　

第
3
4
6
号
（
昭
和
56
年
3
月
10
日
発
行
）
で
は
、
現
在
の
風
船

一
揆
の
第
1
回
の
開
催
と
な
る
小
千
谷
雪
原
祭
開
催
の
お
知
ら
せ
を

掲
載
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
3
4
8
号
（
昭
和
56
年
4
月
10
日
発

行
）
で
は
、「
風
船
一
揆
盛
大
に
」
の
見
出
し
と
と
も
に
、
雪
原
祭
の

様
子
を
写
真
入
り
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　
 P

ickUp

4 第223号

　
 P

ickUp

5 第346号
　

 P
ickUp

2 第88号

　
 P

ickUp

3 第180号・181号
　

そ
れ
ま
で
、
月
1
回
発
行
だ
っ
た
市
報
お

ぢ
や
が
、
昭
和
49
年
4
月
か
ら
毎
月
10
日
と

25
日
の
月
2
回
発
行
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
7
7
6
号
（
平
成
14

年
2
月
10
日
発
行
）
で
は
、

ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出

場
を
決
め
た
井
佐
英
徳
選

手
の
紹
介
記
事
を
掲
載
し

ま
し
た
。
井
佐
選
手
は
、

合
計
4
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
し
ま
し
た
。

第776号

3　︱　広報おぢや10月号



　
 P

ickUp

6

　

現
在
も
市
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
施
設
な
ど
が

続
々
と
完
成
し
ま
し
た
。
誌
面
に
は
、
施
設
の
特
徴
や
お
お
ぜ

い
の
方
で
に
ぎ
わ
う
様
子
な
ど
を
掲
載
し
、
新
し
い
施
設
へ
の

期
待
が
伝
わ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

△市報おぢや552号（平成元年10月10日
　発行）　　　

国道17号小千谷バイパス開通
△市報おぢや480号（昭和61年10月10日
　発行）　　　

△市報おぢや710号（平成8年8月10日
　発行）　　　

△市報おぢや714号（平成8
　年12月10日発行）　

進
化
す
る
小
千
谷

施
設
な
ど
が
続
々
と
オ
ー
プ
ン

△市報おぢや410号（昭和58年11月10日
　発行）　　　

昭
和
59
年

8
月
24
日

市
花
に
「
す
い
せ
ん
」
を
制
定

昭
和
60
年

9
月
10
日

片
貝
ま
つ
り
で
世
界
初
の
正
四
尺
玉

の
打
ち
上
げ
に
成
功

昭
和
61
年

10
月
31
日

国
道
17
号
小
千
谷
バ
イ
パ
ス
開
通
⑥

昭
和
63
年

12
月
21
日

山
本
山
高
原
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

平
成
元
年

10
月
23
日

錦
鯉
の
里
オ
ー
プ
ン
⑥

平
成
2
年

6
月
18
日

新
山
本
調
整
池
の
締
め
固
め
式
に
横

綱
千
代
の
富
士
が
来
市
、
土
俵
入
り

を
行
う

平
成
8
年

8
月
1
日

総
合
体
育
館
オ
ー
プ
ン
⑥

平
成
8
年

12
月
1
日

地
域
間
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ち
ぢ
み
の

里
」
オ
ー
プ
ン
⑥

平
成
14
年

2
月

井
佐
英
徳
選
手
が
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ

テ
ィ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
④

平
成
16
年

5
月
12
日

市
政
施
行
50
周
年
記
念
式
典
開
催

東
京
都
杉
並
区
と
災
害
時
相
互
援
助

協
定
を
締
結

平
成
16
年

10
月
23
日

中
越
大
震
災
発
生
⑦

平
成
16
年

11
月
6
日

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
市
内
避
難
所
を

訪
問

総合体育館オープン

小千谷駅前 
地下道完成

ちぢみの里オープン

お
し
ら
せ
版
の
誕
生

　

毎
月
10
日
と
25
日
に
発
行
し
て
い

た
市
報
お
ぢ
や
は
、
平
成
8
年
2
月

25
日
号
か
ら
、
25
日
発
行
号
が
お
し

ら
せ
版
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

お
し
ら
せ
版
は
、
令
和
2
年
9
月

25
日
号
で
2
9
6
号
と
な
り
ま
し
た
。

︱　4

錦鯉の里オープン



タイトルの歴史
　広報おぢやのタイトルデザインは何
度も変わっています。見覚えはありま
すか？

△市報おぢや第38号（昭和36年11月1日）～
　市報おぢや第41号（昭和37年9月10日）

△市報おぢや第705号（平成8年3月10日）～
　市報おぢや第777号（平成14年3月10日）

△市報おぢや第642号（平成5年7月10日）～
　市報おぢや第704号（平成8年2月10日）

△市報おぢや第600号（平成3年10月10日）～
　市報おぢや第635号（平成5年3月25日）

△市報おぢや第42号（昭和37年10月10日）～
　市報おぢや第443号（昭和60年3月25日）

△広報おぢや第964号（平成29年10月10日）～

△市報おぢや第778号（平成14年4月10日）～
　市報おぢや第963号（平成29年9月10日）

平
成
23
年

2
月
26
日

お
ぢ
や
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
よ

し
太
く
ん
」
誕
生

平
成
26
年

6
月
1
日

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
「
そ
な
え
館
」
を

訪
問

平
成
26
年

10
月
23
日

中
越
大
震
災
10
周
年
式
典

市
の
魚
に
「
錦
鯉
」
を
制
定

平
成
28
年

7
月
21
日

市
民
の
家
・
小
千
谷
信
濃
川
水
力
発

電
館
「
お
ぢ
ゃ
～
る
」
オ
ー
プ
ン

平
成
29
年

4
月
1
日

J
A
新
潟
厚
生
連
小
千
谷
総
合
病
院

開
院

令
和
元
年

10
月
19
日

前
川
清
さ
ん
、
小
林
麻
耶
さ
ん
を
小

千
谷
市
P
R
大
使
に
任
命
⑧

第809号

　
 P

ickUp

7
　

中
越
大
震
災
直
後
の
８
０
９
号

（
平
成
16
年
11
月
10
日
発
行
）
は
、

全
ペ
ー
ジ
が
中
越
大
震
災
関
連
の

記
事
で
、
ま
ち
の
様
子
や
支
援
策

な
ど
を
掲
載
し
ま
し
た
。
当
時
は
、

県
内
外
の
他
市
町
村
か
ら
応
援
職

員
が
お
お
ぜ
い
来
市
し
、
広
報
誌

の
編
集
作
業
も
応
援
職
員
と
と
も

に
行
い
ま
し
た
。

◁市報おぢや第1号（昭和30
　年10月15日）～市報おぢ
　や第30号（昭和33年3月
　15日）

△市報おぢや第444号（昭和60年4月10日）～
　市報おぢや第599号（平成3年9月25日）

△市報おぢや第636号（平成5年4月10日）～
　市報おぢや第641号（平成5年6月25日）

◁震災直後のまちの様子を掲載
　しました。

第989号
　

中
越
大
震
災
か
ら
15

年
を
迎
え
た
９
８
９
号

（
令
和
元
年
11
月
10
日

発
行
）
で
は
、
前
川
清

さ
ん
と
小
林
麻
耶
さ
ん

の
「
小
千
谷
市
P
R
大

使
」
任
命
式
の
様
子
を

掲
載
し
ま
し
た
。

平
成
19
年

4
月
1
日

お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ

い
の
里
オ
ー
プ
ン

　
 P

ickUp

8

市報おぢやから
広報おぢやへ

5　︱　広報おぢや10月号

広報おぢや1000号記念特集

▷市報おぢや第31号（昭和
　35年4月15日）～市報おぢ
　や第37号（昭和36年5月
　20日）



音声訳CDができるまで

　広報誌の場合、2人1組で1
冊を前半、後半に分けて担当
します。

△広報誌を下読みし、漢字の
　読みや息継ぎの位置を確認
　します。

△利用者の要望に合わせ、パ
　ソコンやカセットテープの
　録音機器で音声を録音して
　いきます。

○
音
声
訳
C
D
を
お
届
け
し
ま
す

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
小
千

谷
市
音
声
訳
の
会
」
で
は
、
広
報
お

ぢ
や
、
社
協
だ
よ
り
、
小
千
谷
新
聞

を
音
声
版
に
し
て
希
望
者
に
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　  
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

　
小
千
谷
市

　
音
声
訳
の
会

「
小
千
谷
市
音
声
訳
の
会
」
の
活
動
は
？

中
山　

元
々
活
動
し
て
い
た

声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
「
虹
の
会
」
と
「
お
り
づ

る
」
が
協
力
し
、
平
成
29
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

17
人
で
活
動
し
、
市
内
の
視

覚
障
が
い
者
な
ど
目
の
不
自

由
な
方
へ
音
声
訳
を
無
料
配

布
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

和
田　

自
分
が
で
き
る
こ
と
で
少
し
で
も
誰
か
の

役
に
立
て
れ
ば
、
と
い
う
思
い
か
ら
始
め
ま
し
た
。

本
の
読
み
語
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
行
っ
て
い
ま
す

が
、
感
情
を
入
れ
る
読
み
語
り
と
音
声
訳
と
で
は

読
み
方
が
異
な
り
、
新
し
い
発
見
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

や
り
が
い
は
？

中
山　

年
に
１
回
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
と
情
報

共
有
を
兼
ね
た
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ

の
際
に
、
直
接
、
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
け
る
の

で
、
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

△写真左から中山節夫さん、和田満里子さん、
　杵淵徹さん

○
一
緒
に
音
声
訳
を
し
ま
せ
ん
か

　

毎
回
、
広
報
お
ぢ
や
の
音
声
訳
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
必
要
な
方
に
必
要
な
情
報

が
公
平
に
届
く
社
会
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け

る
み
な
さ
ん
に
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

一
緒
に
音
声
訳
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

未
経
験
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

■
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
市
音

　

声
訳
の
会
（
会
長
：
中
山
）
☎

　

77
・
6
7
4
7
（
N
兼
用
）

広
報
お
ぢ
や
を
支
え
て
く
だ
さ
る

み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Pick 
Up

◁音声訳CD専
　用の往復封筒
　に入れ郵送で
　お届けします。
　往復の郵送料
　は無料です。

音
声
訳
と
は
？

杵
淵　

音
声
訳
は
、
文
字
を
音
声
化
す
る
こ
と

で
、
朗
読
と
は
違
い
感
情
を
入
れ
ず
に
淡
々
と

読
み
ま
す
。
情
報
を
正
確
に
、
聞
き
取
り
や
す

い
発
声
で
伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
写
真
を
説
明
す
る
際
は
「
か
わ
い

大
変
な
こ
と
は
？

和
田　

地
名
や
子
ど
も
の
名
前
な
ど
、
読
み
方
が

分
か
ら
な
い
時
は
苦
労
し
ま
す
。

　

ま
た
、
表
や
グ
ラ
フ
は
情
報
量
が
多
く
、
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
し
っ
か

り
と
下
読
み
を
し
て
読
み
方
を
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

杵
淵　

音
声
訳
を
必
要
と
し
て
い
る
全
て
の
方
に

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
の
活
動
を
広
め
て

い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
は
、

音
声
訳
を
し
て
く
れ
る
だ
け
で
あ
り
が
た
い
と
言

っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
が
、「
も
っ
と
こ
う
し
て
ほ

し
い
」
と
い
っ
た
要
望
を
聞
き
、
よ
り
聞
き
や
す

い
音
声
訳
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ら
し
い
子
ど
も
」
の
よ
う
に
主
観
を
入
れ
ず
、「
○

○
を
し
て
い
る
○
人
の
子
ど
も
」
と
見
た
ま
ま
の

情
報
を
伝
え
ま
す
。

︱　6
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　この小路は鉄砲小路と呼ばれる。
　二荒神社の境内から本町通りを隔てて、呼び名のとおりの細く狭い小路
で、私にとっても昭和の思い出を残す、とても懐かしく感じられるところ
です。

（絵と文は西脇正久さん）

小千谷を描く
特別版

黄
たそがれ

昏
鉄砲小路

　

広
報
お
ぢ
や
1
0
0
0
号
を
記
念
し
て
、
名
物
連
載

企
画
で
あ
っ
た
「
小
千
谷
を
描
く
」
の
特
別
版
を
掲
載

し
ま
し
た
。

　
「
小
千
谷
を
描
く
」
は
、
市
内
在
住
の
画
家
で
あ
る

西
脇
正
久
さ
ん
が
市
内
の
風
景
を
描
い
た
も
の
で
、
平

成
6
年
1
月
か
ら
平
成
27
年
2
月
ま
で
5
0
2
回
に
わ

た
り
、
小
千
谷
の
さ
ま
ざ
ま
な
四
季
折
々
の
風
景
を
、

み
な
さ
ん
に
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
当
時
の
広
報
誌
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
未

発
表
の
作
品
を
お
借
り
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

　

西
脇
さ
ん
よ
り
、
広
報
お
ぢ
や
1
0
0
0

号
発
行
に
つ
い
て
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

広
報
お
ぢ
や
1
0
0
0
号
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
思
い
出
が
あ
っ
て
、
振
り
返
っ

て
み
る
と
自
分
が
担
当
し
た
風
景

が
と
て
も
懐
か
し
く
思
え
ま
す
。

謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
一
市
民
と
し
て
、
広
報
お
ぢ

や
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。△西脇正久さん

　（平成26年撮影）
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市
の
財
産
の
状
況

　

市
の
財
産
に
は
学
校
な

ど
の
土
地
、
建
物
の
ほ
か
、

将
来
実
施
す
る
事
業
の
た

め
の
積
立
金
で
あ
る
基
金

や
、
有
価
証
券
、
出
資
金

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
主
な

財
産
の
状
況
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

市
債
（
借
入
金
）
の
状
況

　

市
債
は
、
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
お
金
を
借
り
入
れ
る
も

の
で
す
。
一
般
会
計
の
令
和
元
年
度
末
の
残
高
は
前
年
度
に
比
べ

8
6
0
9
万
円
減
り
、
工
業
団
地
事
業
特
別
会
計
は
借
り
入
れ
た
お

金
を
全
て
返
済
し
ま
し
た
。

主な財産の状況
区分 状況

公
有
財
産

主
な
施
設

小学校 8校

中学校 5校

総合支援学校 1校

保育園 11園

公営住宅 391戸

有価証券 2,908万円

出資による権利 7,757万円

基
金

財政調整基金 30億3,415万円

その他特定目的基金 42億5,661万円

主
な
事
業

▽
病
院
跡
地
整
備
事
業
�
�
�
�
�
�
�
�
�
6
億
7
5
3
7
万
円

▽
小
・
中
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業
�
�
�
�
1
億
9
3
0
9
万
円

市債残高

会計名 平成30年
度末残高

令和元年
度末残高

市民
一人当たり

一般会計 164億
6,205万円

163億
7,596万円

46万
3,628円

工業団地事
業特別会計

3億
6,410万円 0円 0円

一
般
会
計

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
1
8
7
億
6
6
7
9
万
円
、
歳
出
総

額
は
1
7
7
億
2
0
5
4
万
円
で
、
そ
の
差
額
10
億
4
6
2
5
万
円
を
令
和
2

年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
3
億
1
3
8
万
円
は
令
和
元
年
度
に
完

了
し
な
か
っ
た
工
事
な
ど
の
繰
り
越
し
で
、
使
い
み
ち
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
実
際
の
黒
字
額
は
7
億
4
4
8
7
万
円
と
な
り
ま
す
。

人口
34,883 人
令和元年度末
住民基本台帳より

　

平
成
22
年
度
か
ら
令
和

元
年
度
ま
で
の
推
移
を
グ

ラ
フ
に
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
厚
生
連

小
千
谷
総
合
病
院
建
設
へ

の
補
助
事
業
な
ど
に
よ
り

一
時
的
に
増
加
し
、
平
成

29
年
度
・
30
年
度
は
横
ば

い
で
推
移
し
ま
し
た
が
、

令
和
元
年
度
は
病
院
跡
地

整
備
事
業
の
進
捗
な
ど
に

よ
り
再
び
増
加
し
ま
し
た
。

（万円）
60

50

40

30

0

30

60

90

120

150

180

一般会計市債残高の推移
災害復旧事業分 その他事業分 広域事務組合から 

引き継いだ分
（億円）

161 160 163 162161130 134

2 1 2 22
12 12

6 2

138 151

10 8

1
1

161

5

令和元年度の決算状況を
お知らせします

市
民
一
人
当
た
り
の

歳
出
額
の
推
移

一般会計／特別会計／企業会計／決算に基づく財政健全化判断比率・資金不足比率

　決算状況について不明なことがありましたら、気軽にお問い合わせください。
■問い合わせ／企画政策課財政係☎83-3507Qplan@city.ojiya.niigata.jp

令
和
元
年
度

平
成
30
年
度

平
成
29
年
度

平
成
28
年
度

平
成
27
年
度

平
成
26
年
度

平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度

令
和
元
年
度

平
成
30
年
度

平
成
29
年
度

平
成
28
年
度

平
成
27
年
度

平
成
26
年
度

平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度
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歳 入歳 出
民生費
45億8,960万円
25.9％

市税
51億2,298万円
27.3％

総務費
33億395万円
18.6％

教育費
15億8,437万円
8.9％

土木費
26億2,771万円
14.8％

公債費
17億2,576万円
9.7％

農林水産業費
7億5,198万円

4.2％

衛生費
16億445万円
9.1％

消防費
7億8,677万円

4.4％

商工費
5億717万円

2.9％

議会費など
2億3,878万円

1.5％

諸収入
7億7,817万円
4.1％

繰入金など
20億9,903万円
11.2％

地方交付税
46億5,552万円
24.8％

繰越金
5億2,812万円
2.8％

国・県からの補助金など
30億6,054万円
16.3％

その他交付金など
9億9,163万円
5.3％市債

15億3,080万円
8.2％

市民から
45.4％

国・県から
46.4％

借入金
8.2％

歳入
187億
6,679万円

歳出
177億  
2,054万円

市民一人当たり 50万7,999円

民生費
（高齢者福祉や保育園の整備など）

13万1,571円

総務費
（事務や財産の管理など）

9万4,715円

土木費
（道路や河川の整備など）

7万5,329円

公債費
（市で借りたお金の返済）

4万9,473円

衛生費
（健康増進や環境対策など）

4万5,995円

教育費
（学校の整備や文化・スポーツの振興など）

4万5,420円

消防費
（消防活動や防災の推進など）

2万2,555円

農林水産業費
（農林水産業の振興など）

2万1,557円

商工費
（商工業の振興や観光施設の整備など）

1万4,539円

議会費など 6,845円

市民一人当たり 53万7,992円

市税
（市民税・固定資産税など）

14万6,862円

諸収入・繰入金など 8万2,481円

繰越金 1万5,140円

地方交付税
（普通交付税・特別交付税）

13万3,461円

国・県からの補助金など 8万7,737円

その他交付金など 2万8,427円

市債 4万3,884円

市民一人   　　　　　　 年度の各総額　　
当たりの金額　　　　 年度末の市の人口
※それぞれの金額を四捨五入しているため、合計と合
　わない場合があります。

 ＝

令和元年度の決算状況の公表
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特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
一
般
会
計
と
分
け
て
管
理

す
る
会
計
で
す
。
国
な
ど
か
ら
の
補

助
金
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
経
費
は

受
益
者
（
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
）

が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

特別会計の決算状況

会計名 歳入合計 歳出合計 差引額

国民健康
保険

31億
5,351万円

30億
9,566万円 5,785万円

介護保険 38億
5,924万円

37億
6,522万円 9,402万円

後期高齢
者医療

7億
6,637万円

7億
5,897万円 740万円

工業団地
事業

3億
6,489万円

3億
6,476万円 13万円

企
業
会
計

　

企
業
会
計
は
、
市
が
公
共
の
福
祉

の
増
進
を
目
的
と
し
て
設
置
し
、
経

営
す
る
企
業
の
特
別
会
計
で
す
。

　

小
千
谷
市
で
は
、
ガ
ス
事
業
、
水

道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
、
下
水

道
事
業
の
4
事
業
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
災
害
に
強
い
施
設
整
備

や
、
年
数
が
経
過
し
た
ガ
ス
管
、
水

道
管
の
布
設
替
な
ど
計
画
的
な
投
資

を
進
め
な
が
ら
、
安
全
安
心
の
確
保

と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
営
の
安
定

に
努
め
ま
す
。

企業会計の決算状況

会計名 収益 費用 利益 企業債残高

ガス事業 15億
5,243万円

14億
8,486万円 6,757万円

1億
2,547万円

水道事業 7億
9,192万円

9億
4,739万円

▲1億
5,547万円

46億
371万円

工業用
水道事業

1億
8,970万円

1億
4,319万円 4,651万円

1億
7,515万円

下水道
事業

16億
6,089万円

12億
6,597万円

3億
9,492万円

91億
683万円

　

財
政
健
全
化
判
断
比

率
と
は
、
次
の
指
標
で

示
さ
れ
る
財
政
状
況
で
、

一
つ
で
も
基
準
を
上
回

る
と
早
期
健
全
化
団
体

や
財
政
再
生
団
体
と
な

り
ま
す
。
現
在
の
市
の

状
況
は
、
全
て
の
比
率

が
基
準
を
下
回
っ
て
い

る
た
め
健
全
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

●健全化判断比率
指標 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 13.34％ 20.00％
連結実質赤字比率 － 18.34％ 30.00％
実質公債費比率 9.1％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 63.2％ 350.0％
＊実質赤字額と連結実質赤字額がない場合、「－」で表示

●資金不足比率
会計 資金不足比率 経営健全化基準

工業団地事業 －

20.0％
ガス事業 －
水道事業 －
工業用水道事業 －
下水道事業 －
＊資金不足額がない場合、「－」で表示

●実質公債費比率の推移

【指標・用語の解説】

■実質赤字比率
　一般会計などの赤字の比率で、財政運営
の悪化の度合いを示す指標

■連結実質赤字比率
　企業会計を含む全会計の赤字の比率で、
市全体の財政運営の悪化の度合いを示す指標

■実質公債費比率
　歳出のうち借入金返済額の比率を3か年
平均したもので、借入金の返済が一般会計
などに及ぼす影響の度合いを示す指標

■将来負担比率
　一般会計などで将来負担する見込みの債
務の比率で、将来財政を圧迫する可能性の
度合いを示す指標

■資金不足比率
　企業会計ごとの事業の規模（料金収入規
模）に対する資金不足額の比率で、経営状
況の深刻度を示す指標

■早期健全化基準
　財政状況に注意喚起を示す段階の基準値

■財政再生基準
　財政再建が必要となる状態の基準値

■経営健全化基準
　経営状況が悪化している状態の基準値

令和元年度の決算状況の公表

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

12

11

10

9

8

7

（％）
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9.1 9.1
8.68.48.6
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10月23日「中越大震災の日」

　平成16年10月23日に発生した新潟県中越大震災から16年
が経過し、震災を知らない子どもたちが多くなっています。
　家庭・職場・町内などで、震災当時の体験談や教訓につい
て語り継ぐ場をつくり、震災の経験と教訓を伝えましょう。
■問い合わせ／危機管理課☎83-3515

　10.23「中越大震災の日」追悼のつどい
　震災の犠牲者を悼み、「希望の灯

あか

り」点灯と献花、黙とうを行います。
　また、震災を振り返り、防災・減災のために取り組むことを考えるきっかけとして、
復興の灯りをイメージしたキャンドルイルミネーションを点灯します。
■日時・内容
日時 内容

10月23日㈮

午後4時～ ジェルキャンドルづくり
午後5時～ キャンドルイルミネーション点灯、音楽演奏
午後5時25分 希望の灯り点灯
午後5時30分 献花
午後5時56分 黙とう

■会場／楽集館
■主催・問い合わせ／10.23「中越大震災の日」追悼のつどい実行委員会（事務局：そなえ館内）☎89-7480

　身近な防災
○非常持出品、備蓄品を準備・確認

　「非常持出品」は、避難するときに持っていく
と役立つものです。飲料水や食料品を最低3日分

（できれば7日分）準備・確認しておきましょう。
また、感染症予防のため、可能な
限り、マスク、除菌シート、体温
計などを備えておきましょう。

○避難場所・避難経路を確認

　最寄りの「避難場所」や避難場所までの「安全
な避難経路」を確認しておきましょう。

○情報収集と早めの避難

　災害から身を守るには、早めの避難が重要です。
気象庁や県のホームページで公開されている気象
情報などを収集し、いつでも避難できるように準
備しましょう。

○住宅の安全性を確認

　地震による住宅の倒壊を防ぐため、必要に応じ
て「耐震診断」を受け、安全性を確認しましょう。
診断の結果、倒壊する可能性がある場合は、住宅
の耐震改修工事を行いましょう。木造住宅の耐震
改修には補助制度がありますので、建設課建築住
宅係☎83-3514へお問い合わせください。

　市からの災害情報を 
　受信しましょう
　市では、災害時の避難情報や緊急情報を緊急告知ラ
ジオ、緊急情報メール、「Y

ヤ フ ー

ahoo!防災速報」アプリ、
T
ツ イ ッ タ ー

witterで配信しています。緊急告知ラジオの点検、各
種情報手段への登録やダウンロードなどをお願いします。
▷緊急情報メール
　事前に登録が必要です。登録用メールアドレスQb
　ousai.ojiya-city@raiden.ktaiwork.jpに件名・本
　文ともに空欄のメールを送信し、返信されたメール
　の内容に従って登録してください。
▷「Yahoo!防災速報」アプリ
　緊急情報の受信や緊急告知ラジオの災害情報を聴く
　ことができます。
▷小千谷市広報Twitter
　災害情報やイベント情報などをお届けします。

10月23日 
「中越大震災の日」

△ios向け △Android 
　向け

●Yahoo! 
　防災速報アプリ

●緊急情報
　メール

空メールを送信
し、返信された
メールから登録
してください。

●小千谷市 
　広報Twitter

△こちらか
　らご覧く
　ださい。
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△芝迅平さん（成
　人式実行委員長、
　片貝まつり成人
　会長（兎

う

龍
りゅう

会））

新
成
人
の
思
い

　
9
月
20
日
20
時
に
、
成
人
式
が
延
期
に
な
っ

て
い
る
新
成
人
の
前
途
を
祝
し
て
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
寄
附
に
よ
る
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
打
ち
上
げ
会
場
と
な
っ
た
東
栄
と
片
貝
で
は
、

新
成
人
が
思
い
の
詰
ま
っ
た
花
火
を
見
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

片
貝
会
場
で
花
火
を
見
て
い
た
成

人
式
実
行
委
員
長
の
芝
迅
平
さ
ん
に

聞
き
ま
し
た
。

東栄（信濃川河川敷）
尺玉20発＋正二尺玉

祝成人　純真　希望の華

片貝（浅原神社裏）
尺玉20発＋スターマイン

負けない君たちへ　エールの輝き

片貝 片貝

東栄

東栄

片貝

新
成
人
応
援
！

2
0
2
0
の
笑
顔
を
20
に

　

花
火
を
見
て
涙
が
出
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
感
謝
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
小
さ
な
頃
か
ら
花
火

が
人
生
の
一
部
に
あ
っ
た
の
で
、

花
火
を
上
げ
て
も
ら
え
る
こ
と

が
と
て
も
嬉
し
く
、
お
め
で
と

う
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
1
年
間
を
プ
ラ
ス

に
と
ら
え
て
、
前
向
き
に
、
自

分
の
目
指
す
大
人
に
な
れ
る
よ

う
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。



■開催日／11月22日㈰
■開式時間／新型コロナウイルス感染拡大防止のた
　め、2回に分けて開催します。
▷小千谷中学校区にお住まいの方：正午（受付：午
　前11時～）
▷東小千谷中・南中・千田中・片貝中学校区にお住
　まいの方：午後3時（受付：午後2時～）
■会場／市民会館
■対象／平成11年4月2日～平成12年4月1日に生ま

れた方
※転入、転出された方も参加できます。
※対象者個人に案内状は発送しません。対象者が市
　外に転出されている場合は、ご家族などから本人
　にお伝えください。
■内容／式典、記念撮影、アトラクション
■申込不要
■その他
▷新成人の保護者の方の観覧については感染拡大防

止のためご遠慮ください。
▷成人式終了後、市長メッセージや式典当日の様子

などをYouTube「新潟県小千谷市公式チャンネ
　ル」で配信します。
▷式典当日は、裏面の入場券に住所・氏名・電話番

号をご記入のうえ、ご持参ください。
▷記念品として後日記念写真を郵送します。希望す

る方は裏面の記念写真送付票に記入のうえ、当日
会場にお持ちください。

▷市では若者の地元就職支援のため、企業ガイダン
スの開催やさまざまな就職支援情報の提供を行っ
ています。就職活動を始める学生の方は、情報提
供希望の有無をご記入ください。

▷ご記入いただいた個人情報は、新型
コロナウイルス感染症対策・記念写
真・就職支援情報の送付以外の目的
には使用しません。

令和2年度 成人式のご案内
　新型コロナウイルス感染拡大防止のために延期していた成人式を開催します。多数のご出席をお待ちしてい
ます。ご不明な点は、お問い合わせください。

■問い合わせ
▷成人式・プレゼントについて：公民館（市民会館内）
　☎82-9111Qsyougai-sk@city.ojiya.niigata.jp
▷就職支援情報について：商工振興課地域産業係☎
　83-3556Qsyoko-c@city.ojiya.niigata.jp

◁Androidの方◁iosの方

○新型コロナウイルス感染症対策

▷咳、発熱などの症状がある場合は、式典への出席
をご遠慮ください。

▷式典当日の2週間前から行動記録や検温を行い、各
自で保管するようにお願いします。

▷式典当日は各自で検温による体調確認を行い、必
ずマスクを着用したうえで出席してください。

▷会場にて検温や手指消毒を行いますのでご協力を
お願いします。なお、検温の結果、発熱などの症
状がある方は、式典への出席をご遠慮いただく場
合があります。

▷新型コロナウイルス感染拡大状況により、開催内
容の変更または開催中止となることがあります。

入場券・記念写真送付票は、
14ページに掲載しています。

花
火
打
ち
上
げ
へ
の

た
く
さ
ん
の
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
企
業
・
個
人
か
ら
の
寄
附

　

8
月
31
日
ま
で
、

口
座
振
替
や
市
内
各

所
の
募
金
箱
な
ど
で

協
賛
を
募
り
ま
し
た
。

■
寄
附
金
合
計
／
3
6
3
万
88
円 

○
資
源
回
収

　

9
月
12
日
に
、
一

般
社
団
法
人
小
千
谷

青
年
会
議
所
な
ど
の

有
志
に
よ
る
新
成
人

応
援
花
火
の
資
金
集

め
を
目
的
と
し
た
資

源
回
収
が
、
市
内
3

か
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▽
酒
瓶
な
ど
（
約
4
千
本
）：
4
万
3
5

　

6
0
円 

▽
古
紙
（
4
万
2
1
0
㎏
）：
20
万
1
0

　

5
0
円

　

▼
新
聞
紙
（
1
万
4
2
1
0
㎏
）

　

▼
雑
誌
・
チ
ラ
シ
（
1
万
5
6
7
0
㎏
） 

　

▼
ダ
ン
ボ
ー
ル
（
1
万
3
3
0
㎏
）

■
収
益
金
合
計
／
24
万
4
6
1
0
円

　 

○
花
火
打
ち
上
げ
費
用
総
額

　
　（
寄
附
金
+
資
源
回
収
収
益
金
）

　
　
3
8
7
万
4
6
9
8
円

お知らせ

成人をお祝いして 
「おぢやお得な応援券」または 
「小千谷産品」をプレゼント！
　おぢや就労支援アプリを登録した新成人
の方にお祝いの品を差し上げます。
　アプリで指定した送付先住所が県内
の方は「おぢやお得な応援券3,000円
分」を、県外の方は「小千谷産品」を
プレゼントします。成人式終了後、順
次郵送します。
■登録期限／12月10日㈭

13　︱　広報おぢや10月号
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お知らせ

秋
の
読
書
週
間
特
別
企
画

　

秋
の
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
☎
82
・
2
7

2
4○

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
泊
ま
り
会

　

み
な
さ
ん
の
代
わ
り
に

大
切
な
ぬ
い
ぐ
る
み
が
、

普
段
は
見
ら
れ
な
い
夜
の

図
書
館
を
体
験
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
ぬ
い
ぐ
る
み

た
ち
が
閉
館
後
の
図
書
館

で
探
検
し
た
り
、
絵
本
を

読
ん
だ
り
す
る
様
子
を
写
真
に
撮
り
、
お
す
す

め
絵
本
と
一
緒
に
お
渡
し
し
ま
す
。

■
期
間
／
10
月
25
日
㈰
～
28
日
㈬
閉
館
ま
で

■
会
場
／
図
書
館

■
対
象
／
ど
な
た
で
も

■
定
員
／
先
着
8
人

※
た
だ
し
、
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

■
参
加
無
料

■
申
込
方
法
／
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
受
付
開
始
／
10
月
15
日
㈭
午
前
10
時
～

（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

■
持
ち
物
／
ぬ
い
ぐ
る
み
（
お
１
人
に
つ
き
1

体
ま
で
。
人
形
や
ロ
ボ
ッ
ト
も
お
受
け
し
ま
す
）

※
返
却
前
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
し
ま
す
。

○
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
や
ろ
う
！

　

は
じ
め
て
の
人
で
も
楽
し
め
る
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
、
ど
な
た
で
も
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

■
日
時
・
会
場

日
時

会
場

11
月
3
日
㈷
午
後
1
時
～

4
時
（
最
終
入
場
：
午
後

3
時
）

市
民
会
館

第
1
中
会
議
室

11
月
6
日
㈮
午
後
6
時
～

9
時
（
最
終
入
場
：
午
後

8
時
）

図
書
館

2
階
閲
覧
室

■
定
員
／
各
15
人

■
参
加
無
料

■
申
込
方
法
／
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
受
付
開
始
／
10
月
20
日
㈫
午
前
10
時
～

（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

■
そ
の
他
／
当
日
は
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
、
手

指
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
読
書
週
間
特
別
貸
出
を
行
い
ま
す

　

読
書
週
間
の
間
、
貸
出
冊
数
を
5
冊
か
ら
10

冊
に
増
や
し
ま
す
。
読
書
週
間
は
思
う
存
分
本

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
期
間
／
10
月
24
日
㈯
～
11
月
8
日
㈰

■
貸
出
冊
数

▽
図
書
・
雑
誌
：
10
冊

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
･
紙
芝
居
：
2
つ
以
内
（
通
常
通
り
）

■
貸
出
期
間
／
2
週
間
（
通
常
通
り
）

夜の図書館を
のぞいてみよう♪

住所
〒

氏
ふりがな

名

保護者氏名

電話番号

就職支援情報の
送付

（チェックをつ
けてください）

□上記住所へ送付を希望する
□上記以外の住所へ送付を希望する
　〒

□希望しない

現在あてはまる
もの

□社会人　□大学生　□専門学生
□その他

住所
〒

氏名 様

成人式記念写真送付票　
（送付用）（市控用）

き
　
り
　
と
　
り

（　　　　 　　　　　）

アンケートにご協力ください
○現在のお住まいは？（市区町村名）
　□市内　□県内（　　　　　）　□県外（　　　　　）
○将来望むお住まいは？（市区町村名）
　□市内　□県内（　　　　　）　□県外（　　　　　）

き　り　と　り

期日　令和2年11月22日㈰ 
会場　市民会館

住所
〒

氏名

電話番号

入　　場　　券

き　り　と　り

き
　
り
　
と
　
り



　健康で豊かな生活を送るには、普段の生活の中に運動を取り入れることが大切です。楽しく体を動かし、気
持ちよく汗をかき、「カラダにいいこと」始めましょう。

長
岡
地
域
定
住
自
立
圏
事
業

メ
ン
タ
ル
“
ム
キ
ム
キ
”

セ
ミ
ナ
ー

　

8
月
に
開
催
し
た
メ
ン
タ
ル
“
ム
キ

ム
キ
”
セ
ミ
ナ
ー
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

編
で
す
。「
質
問
の
種
類
を
知
る
」、「
自

　
　
こ
い
こ
い

　
　
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ス
ト
ッ
ク
を
使
い
、
膝
や
腰
の
負
担

を
軽
減
し
な
が
ら
山
本
山
周
辺
を
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。
仲
間
と
お
話
し
し

な
が
ら
小
千
谷
の
自
然
を
満
喫
し
ま
し

ょ
う
。
健
康
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
を
用
意
し

ま
す
。

■
日
時
／
10
月
24
日
㈯
午
前
9
時
30
分

～
11
時
30
分

■
集
合
場
所
／
総
合
体
育
館
玄
関
前
（
集

合
後
は
ス
タ
ッ
フ
の
車
で
山
本
山
ま
で

送
迎
し
ま
す
）

■
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の

18
歳
以
上
の
方

■
定
員
／
15
人

■
参
加
料
／
1
0
0
0
円
（
保
険
料
・

弁
当
代
含
む
）

■
申
込
締
切
／
10
月
20
日
㈫

■
そ
の
他
／
ス
ト
ッ
ク
を
お
持
ち
で
な

い
方
に
は
貸
し
出
し
ま
す
。
申
込
時
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

こ
い
こ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
お
ぢ
や
（
総

合
体
育
館
内
）
☎
83
・
0
0
8
5

食べて動いてよく寝よう「フレイル・ロコモ予防」 
おぢや健康こいこいポイントチャレンジ

■ポイントチャレンジの方法
①体力・ヘルスチェックや健康こいこい教室に参加

し、自分の体を知りましょう。
②各種運動教室への参加、健康診断受診、歩数チェ
　ック、健康づくりや運動に関するイベントへの参

加などでポイントをためましょう。
③3か月後、体力・ヘルスチェックを行い、体の変
　化を実感しましょう。
※3か月間のチャレンジになります。
■参加特典
▷全員：市内協賛店舗（21店舗）の各種サービス
▷100ポイント達成者：「ちぢみの里入館券」進呈、
「こいこいスポーツクラブおぢや」の年会費免除

○体力・ヘルスチェック
■日時・会場

■申込・問い合わせ／NPO法人こいこいスポ 
ーツクラブおぢや（総合体育館内）☎83- 
0085（N兼用、平日午前9時～午後6時）

○健康こいこい教室
■日時／全12回（各コース）

■会場／総合体育館1階こいスポスタジオ
■内容／▷体力・ヘルスチェック（開始時と終了時）

▷ストレッチ▷姿勢改善運動▷レクリエーション
運動など

■参加料／各コース3,000円（初参加の方は無料）
■定員／各コース10人（初参加の方優先）
■申込方法／参加申込書を申込先まで持参するか、

申込書の内容を電話、ファクスでお知らせください。

■内容／筋肉量、握力、脚力などの測定
■測定所要時間／おおむね15分
■定員／各回10人
■参加無料
■申込方法／2日前までに電話、ファ
　クスでお申し込みください。

日にち 時間 会場

10月27日㈫ 午後1時30分～3時
あすえ～る

12月24日㈭ 午後1時30分～3時

  3月  2日㈫ 午前9時30分～11時 総合体育館

お知らせ

コース 期間 時間 申込締切

火曜日 
コース

11月10日㈫
～2月9日㈫

午後7時30分
～8時30分

11月6日㈮

土曜日 
コース

12月5日㈯
～2月27日㈯

午前9時
～10時

12月2日㈬

15　︱　広報おぢや10月号

こいこい 
ポイント

10ポイント

こいこいポイント
1回ごとに10ポイント

こいこいポイント
10ポイント

■対象／18歳以上で市内に在住または在勤の方（高
　校生は除く）

分
に
質
問
を
す
る
」、「
相
手
に
質
問
を

す
る
」、「
質
問
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
な

ど
に
よ
り
、
実
際
の
現

場
で
活
用
で
き
る
質
問

の
作
り
方
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
19
日
㈭
午
後
7
時
～
9

時
（
受
付
：
午
後
6
時
30
分
）

■
会
場
／
楽
集
館
3
階
学
習
室

■
対
象
／
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

※
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
テ
ー
マ
／
自
分
で
考
え
て
行
動
す
る

子
ど
も
を
育
て
る
「
質
問
」
の
作
り
方

■
講
師
／
藤
代
圭
一
さ
ん
（
一
般
社
団

法
人
ス
ポ
ー
ツ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ

協
会
代
表
理
事
、
し
つ
も
ん
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
代
表
）

■
定
員
／
30
人

■
参
加
無
料

■
申
込
締
切
／
11
月
17
日
㈫

■
そ
の
他
／
講
師
の
み
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
講
義
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
総
合
体
育
館
内
）

☎
83
・
0
0
7
7

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
行
事
な
ど
が

中
止
・
延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
最
新
の
情
報
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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不動産の公売
　市税などの滞納者から差し押さえた不動産を、期間入
札によって公売します。入札を希望する方は、お問い合
わせください。
■物件の所在／小千谷市大字薭生字一ノ口乙917番9
■登記地目／宅地
■登記地積／165.32㎡
■見積価額／1,720,000円
■公売保証金／172,000円
■入札期間／10月13日㈫午前9時～27日㈫午後5時
■入札場所／市役所税務課
■問い合わせ／税務課管理収納係☎83-3508

ひばり幼稚園

対象物件

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

市
民
・
事
業
所
意
識
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

小
千
谷
市
で
は
、
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊

重
し
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
第
4
次
お
ぢ
や
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の

目
標
達
成
度
の
評
価
と
、「
第
5
次
お
ぢ
や
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
策
定
の
参
考
と
す
る
た
め
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
・
事
業
所
意
識

調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方
・
事
業
所

▽
満
20
歳
以
上
の
市
民
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽

　

出
し
た
1
0
0
0
人

▽
市
内
の
事
業
所
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
1

　

0
0
社

■
回
答
方
法
／
送
付
さ
れ
る
調
査
票
に
回
答
を

記
入
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
よ
り
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
☎

83
・
3
5
1
6

教
育
委
員
を
再
任

　

小
千
谷
市
議
会
は
、
令
和
2
年
小
千
谷
市
議

会
第
3
回
定
例
会
で
、
9
月
30
日
に
任
期
満
了

と
な
っ
た
鈴
木
進
五
教
育
委
員
の
再
任
に
同
意

し
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
6
年
9
月
30
日
ま

で
の
4
年
間
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
庶
務
係
（
あ
す

え
～
る
内
）
☎
83
・
3
5
1
9

お知らせ

お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
ふ
れ
あ
い
の
里

日
帰
り
型
農
園
の

新
規
利
用
者
を
募
集
中
！

　

越
後
三
山
や
信
濃
川
を
望
め
る
最
高
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
野
菜
づ
く
り
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
農
機
具
の
貸
し
出
し
や

指
導
員
が
親
切
に
指
導
し
ま
す
の
で
初
心

者
で
も
安
心
で
す
。

■
面
積
／
1
区
画
50
㎡

■
年
間
使
用
料
／
1
区
画
9
7
7
0
円

■
そ
の
他
／
市
外
在
住
の
方
向
け
に
滞
在

型
農
園
（
簡
易
宿
泊
施
設
付
き
農
園
）
の

利
用
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
外
在
住

の
ご
親
族
・
お
知
り
合
い
の
方
で
二
拠
点

生
活
や
野
菜
作
り
に
興
味
の
あ
る
方
へ
ぜ

ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

▽
お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ
い

　

の
里
☎
83
・
1
7
2
2
（
N
兼
用
）

▽
観
光
交
流
課
地
域
振
興
係
（
市
役
所
分

　

庁
舎
内
）
☎
83
・
3
5
1
2

国道291号

ガ
ス
で
応
援
！

快
適
生
活
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

　

チ
ラ
シ
に
よ
る
ガ
ス
機
器
の
特
別
価
格
で
の
販
売

や
ガ
ス
衣
類
乾
燥
機
の
モ
ニ
タ
ー
募
集
を
行
い
ま
す
。

ガ
ス
機
器
の
購
入
を
お
考
え
の
方
は
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
、
広
報
お
ぢ
や
10
月
25
日
号
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
チ
ラ
シ
は
、
都

市
ガ
ス
供
給
区
域
に
折
り
込
み
ま
す
。

■
販
売
・
募
集
期
間
／
11
月
1
日
㈰
～
30
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
／
ガ
ス
水
道
局
業
務
課
お
客
さ
ま
係

☎
82
・
4
1
1
5

○
チ
ラ
シ
に
よ
る
ガ
ス
機
器
販
売

■
内
容
／
ガ
ス
衣
類
乾
燥
機
、
ビ
ル
ト
イ
ン
コ
ン
ロ
、

給
湯
器
、
ガ
ス
暖
房
機
な
ど
の
チ
ラ
シ
販
売

○
ガ
ス
衣
類
乾
燥
機
モ
ニ
タ
ー
募
集

■
対
象
機
器
／
リ
ン
ナ
イ　

ガ
ス
衣
類
乾
燥
機
「
乾

太
く
ん
（
5
㎏
タ
イ
プ
）」

■
モ
ニ
タ
ー
内
容
／
対
象
機
器
を
２
年
間
ご
使
用
い

た
だ
き
、
動
画
デ
ー
タ
や
感
想
文
の
提
出
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
※
機
器
は
、
モ
ニ
タ
ー
終
了
後
も
そ

の
ま
ま
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
費
用
負
担

▽
機
器
購
入
費
：
半
額
（
5
万
5
0
0
0
円
（
税
込
））

▽
標
準
設
置
・
配
管
費
：
無
料

■
応
募
資
格
／
小
千
谷
市
と
都
市
ガ
ス
の
契
約
を
さ

れ
て
い
る
方
で
、
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
の
方

■
定
員
／
2
人

■
選
定
方
法
／
応
募
者
が
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は

抽
選
を
行
い
ま
す
。
後
日
、
応
募
者
全
員
に
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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P
フ ォ ト

hoto N
ニ ュ ー ス

ews イベントの記事は、市ホームページでも公開しています！

9月24日　モンゴルの学校へ寄附

海を越えてモンゴルへ
震度6強の地震が発生し、それに伴い原子力災
害が発生したとの想定により広域避難訓練が行
われ、川井地区の住民など250人が参加しまし
た。当日は、川井地区の各一時避難所に避難し
た後、バスや自家用車でスクリーニングポイン
トに見立てた総合体育館へ移動し、スクリーニ
ングや簡易除染など原子力災害を想定した訓練
を行いました。その後、避難所開設訓練や負傷
者応急処置訓練などが行われ、参加者は積極的
に訓練に取り組んでいました。

山本山高原山頂の展望台で、「ワ
シ・タカの渡り」観察会が行われ、
市内外から21人が参加しました。
渡りとは、北方で繁殖した野鳥が冬を前に餌を
求めて南方に移動することをいい、山本山は野
鳥観察愛好家の間では有名な渡りの観察スポッ
トとなっています。
雲が晴れ気温が上がると、いたるところから野
鳥が飛び立ち、参加者から歓声が上がっていま
した。観察会を行った約3時間の間に、サシバや
ハチクマなど200
羽以上の渡りが観
察され、今シーズ
ン最高の観察日和
となりました。

9月12日～30日 
市役所庁舎オレンジライトアップ

認知症への理解を深めよう

元横綱の日馬富士さんがモンゴルに開校した学
校へ、小千谷市の学校で使用していた机や椅子
を寄贈したことから、日馬富士さんからお礼の
言葉をいただきました。本来は小千谷市に来ら
れて直接、お礼を述
べたいとのことでし
たが、昨今の社会情
勢からオンラインで
の面会になりました。

9月27日　地区別防災訓練

防災意識を高めよう

「おぢゃ～るこど
もCAMP2020」
が行われ、市内の
小学4～6年生27
人が参加しました。
参加者は、最初は
緊張した面持ちで
したが、仲間作りゲームやグループに分かれて
おぢゃ～る周辺を散策するなどして、徐々に打
ち解けた様子でした。
夕食は飯ごうで炊いたご飯のカレーライスを食
べ、おおぜいの参加者がおかわりをしていまし
た。夜には、キャンプファイヤーをしたり、サ
プライズで行われたファイヤーダンスを観賞し
たり、楽しい時間を過ごしました。
2日目もペットボトルロケットを作って飛ばす
など、盛りだくさんのイベントが2日間を通し
て行われました。

9月12日・13日　おぢゃ～るC
キ ャ ン プ

AMP

夏の思い出

9月22日　「ワシ・タカの渡り」観察会

勇猛な姿に歓喜

9月は世界アルツハイマー月間でした。認知症
への理解を深めるた
め、市役所庁舎4階
を認知症支援のシン
ボルカラーであるオ
レンジ色にライトア
ップしました。
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お
ぢ
や 

健
康
だ
よ
り
■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
未
来
こ
ど
も
課
健
康
増

　
進
係
（
あ
す
え
～
る
内
）
☎
83
・
3
6
4
0

10
月
は
「
が
ん
検
診
受
診
率
50
％
達
成
に
向

け
た
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」
で
す

　

が
ん
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
国
民
病
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
状
況
で
す
。
国
民
の
2
人
に
1
人
が
が
ん
に
な
り
、
3
人

に
1
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
小
千
谷
市
の
状
況
は
？

　

小
千
谷
市
で
も
が
ん
は
死
因
の
第
1
位
で
す
。
ま
た
、
働
き

盛
り
世
代
で
あ
る
生
産
年
齢
層
（
15
～
64
歳
）
の
死
因
の
第
1

位
も
が
ん
で
あ
り
、
全
体
の
約
3
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
が
ん

は
他
人
事
で
は
な
く
、
誰
で
も
か
か
り
う
る
身
近
な
病
気
で
す
。

い
つ
も
の
暮
ら
し
に
、 

を
。

が
ん
検
診

受
診
で

早
期
発
見
！

○
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

平
成
28
年
度
に
内
閣
府
が
実
施
し
た
調
査

で
は
、
が
ん
検
診
を
受
け
な
い
理
由
に
つ
い

て
「
受
け
る
時
間
が
な
い
」「
健
康
状
態
に
自
信
が
あ
り
必
要

性
を
感
じ
な
い
」「
必
要
な
と
き
は
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
」

な
ど
の
回
答
が
多
い
結
果
で
し
た
。

　

が
ん
は
早
期
の
う
ち
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

重
い
自
覚
症
状
を
き
っ
か
け
に
進
行
が
ん
で
見
つ
か
っ
た
場
合

の
治
療
は
、
体
に
か
か
る
負
担
が
大
き
く
、
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
経
済
的
な
負
担
も
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

自
覚
症
状
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
年
に
1
度
の
が
ん
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
今
年
度
の
検
診
も
ま
だ
受
け
ら
れ
ま
す

　

肺
・
胃
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
が
ん
検
診
は
12
月
ま
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
は
日
曜
日
の
検
診
（
11

月
8
日
㈰
・
15
日
㈰
、
12
月
6
日
㈰
に
実
施
）
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
「
精
密
検
査
が
必
要
」
と
判

定
さ
れ
た
ら
必
ず
医
療
機
関
で
精
密
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

症
状
が
無
い
な
ど
の
理
由
で
精
密
検
査
を
受
け
な
い
と
、
が
ん

を
放
置
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

小千谷市生産年齢層死因 
（平成27年～令和元年の合計）

がん 
30％

心疾患 
14％

事故8％

肺炎5％

脳血管 
疾患 
10％

その他 
20％

自殺
13％

（出典：健康未来こども課）

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

た
ば
こ
と
が
ん
の
関
係

　

令
和
2
年
4
月
よ
り
「
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
全
面
施
行
さ
れ
、
多
く
の
店
で
原
則
屋

内
禁
煙
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
ば
こ
は
、
全
身
の
病
気
・
が
ん
へ
の
影
響
が
あ
り

ま
す
。
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
す
。
た
ば
こ
は
肺
が
ん
だ

け
で
な
く
、
そ
の
他
の
が
ん
の
原
因
に
も
な
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
の
煙
に
は
約
70
種
類
の
発

が
ん
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
物
質
は

肺
な
ど
、
た
ば
こ
の
煙
に
直
接
触
れ
る
場
所
だ
け
で
な

く
、
唾
液
や
血
液
を
通
し
て
全
身
に
運
ば
れ
、
が
ん
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
が
ん
に
な
っ
た
人
の
う
ち
、
男
性

で
30
％
、
女
性
で
5
％
は
た
ば
こ
が
原
因
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
予
防
に
禁
煙
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

●喫煙者がなりやすいがんの種類

（出典：国立がん研究センターがん対策情報センター）

　

小
千
谷
市
の
が
ん
検
診
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
3
つ
の
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）」
の
回
避
、

受
診
者
の
体
調
確
認
、
検
温
、
消
毒
の
徹
底
な
ど
を

行
い
、
安
心
し
て
受
診
い
た
だ
け
る

よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

鼻腔・副鼻腔がん
口腔・咽頭がん

喉頭がん
食道がん

肺がん

肝臓がん
胃がん

膵臓がん

子宮頸がん
膀胱がん



フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
運
動
器
科
学
講
座

「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
「
里
帰
り
分
娩
」

J
A
新
潟
厚
生
連
小
千
谷
総
合
病
院

副
院
長
　
平
澤
浩
文

小
千
谷
総
合
病
院
に
お
け
る
分
娩
状
況

　

当
院
、
産
婦
人
科
の
特
徴
は
、
市
内
唯
一
の

分
娩
可
能
施
設
で
あ
る
こ
と
で
す
。
昨
今
、
我

が
国
で
は
特
に
地
方
の
少
子
化
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
当
院
の
年
間
分
娩
数
は
そ
の
流
れ
に

逆
ら
う
よ
う
な
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
。
開
院

し
た
平
成
29
年
度
が
2
5
4
件
、
平
成
30
年
度

も
2
5
4
件
、
そ
し
て
令
和
元
年
度
が
2
7
4

件
と
前
年
ま
で
を
上
回
る
数
の
分
娩
を
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。
小
千
谷
市
周
辺
の
新
生
児
出
生

数
は
減
少
し
て
い
る
の
に
な
ぜ
？
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は
、
当
院
の
分
娩
の
約

半
数
は
「
里
帰
り
分
娩
」
な
の
で
す
。
自
分
の

生
ま
れ
育
っ
た
地
元
に
帰
り
、
ご
両
親
の
肉
体

的
・
精
神
的
・
経
済
的
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
を
す
る
�
な
ん
と
素
晴
ら
し

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

コ
ロ
ナ
禍
で
も
里
帰
り
分
娩
対
応
中

　

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
現
れ
た
の
が
「
コ
ロ
ナ

禍
」
で
す
。
地
方
へ
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
当
該
学
会
・
医
会
な
ど
は
「
里
帰
り
分
娩
」

を
推
奨
し
な
い
と
発
表
し
ま
し
た
。
実
際
、
そ

れ
に
従
い
早
々
と
「
里
帰
り
分
娩
」
を
お
断
り

す
る
近
隣
の
病
院
が
現
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

当
該
学
会
・
医
会
は
東
京
な
ど
今
住
ん
で
い
る

地
域
で
の
分
娩
可
能
な
病
院
を
紹
介
し
て
い
る

も
の
の
、
具
体
的
な
産
後
の
ケ
ア
な
ど
の
対
策

が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
で
は
？
と
思
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
当
院
と
し
て
は
長
岡
地
区
の
病

院
と
相
談
し
、
帰
省
後
一
定
期
間
の
実
家
で
の

待
機
後
に
外
来
受
診
し
て
い
た
だ
く
形
で
「
里

帰
り
分
娩
」
を
継
続
し
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と

に
新
潟
県
内
で
は
今
日
現
在
、「
里
帰
り
分
娩
」

を
発
端
と
す
る
感
染
者
は
出
て
い
な
い
よ
う
で
、

安
堵
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

病
院
と
し
て
の
使
命
感

　

当
科
の
分
娩
に
対
す
る
考
え
は
、
①
里
帰
り

分
娩
を
推
奨
、
②
家
族
の
立
ち
会
い
分
娩
推
奨
、

③
産
後
の
ケ
ア
を
一
生
懸
命
行
う
、
で
す
。
当

院
は
、
地
理
的
に
長
岡
の
3
病
院
と
魚
沼
基
幹

病
院
の
真
ん
中
に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、
当
科

の
立
ち
位
置
も
大
き
な
病
院
と
診
療
所
分
娩
の

中
間
的
な
立
場
と
考
え
、
き
め
細
か
に
妊
産
婦

さ
ん
に
対
応
す
る
こ
と
が
使
命
と
考
え
て
い
ま

す
。
地
元
の
妊
婦
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
里
帰
り

を
考
え
て
い
る
妊
婦
さ
ん

に
も
ぜ
ひ
当
科
の
取
り
組

み
を
宣
伝
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
時
期
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
今
冬

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
希
望
者
が
増
え
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
原
則
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
と
重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ
る

65
歳
以
上
の
方
な
ど
か
ら
順
次
、
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

65
歳
未
満
の
方
は
、
10
月
26
日
㈪
ま
で
接
種
を
お
待
ち

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

接
種
開
始
日

対
象

10
月
1
日
㈭
～

▽
65
歳
以
上
の
方

▽
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
慢
性
高
度
心

　
・
腎
・
呼
吸
器
機
能
不
全
者
な
ど

10
月
26
日
㈪
～

右
記
以
外
の
方

※
な
お
、
医
療
従
事
者
、
65
歳
未
満
の

　

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
妊
婦
、
生

　

後
6
か
月
以
上
～
小
学
2
年
生
の
方

　

で
、
接
種
希
望
の
方
は
早
め
の
接
種

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

心
の
健
康
講
演
会

　

ひ
き
こ
も
る
心
を
理
解
し
、

ご
本
人
や
家
族
に
寄
り
添
う
支

援
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
11
月
10
日
㈫
午
後
1

時
30
分
～
3
時
30
分

■
会
場
／
サ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
大

ホ
ー
ル

■
テ
ー
マ
／
「
ひ
き
こ
も
り
の

正
し
い
理
解
と
支
援
」

■
講
師
／
斎
藤
ま
さ
子
さ
ん
（
長

岡
崇
徳
大
学
看
護
学
部
看
護
学

科
教
授
）

■
定
員
／
先
着
1
0
0
人

■
聴
講
無
料

■
申
込
締
切
／
11
月
2
日
㈪

■
そ
の
他
／
駐
車
場
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ

ま
た
は
市
役
所
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
／
長
岡
地
域
振
興
局
健

康
福
祉
環
境
部
地
域
保
健
課
（
長

岡
保
健
所
）
☎
33
・
4
9
3
1

受
診
前
に
、
ま
ず
は
電
話
で
連
絡
を

　

朝
晩
冷
え
込
む
よ
う
に
な
り
、
発
熱
や
咳
な

ど
の
症
状
か
ら
病
院
や
診
療
所
が
混
み
合
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
心
配
が
あ

る
方
は
、
病
院
や
診
療
所
へ
行
く
前
に
、
ま
ず

は
か
か
り
つ
け
医
な
ど
へ
電
話
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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▷投稿者：sito.photoさん
▷撮影場所：池ケ原の稲架木付近
▷収穫の秋。進む稲刈りと満開の蕎

そ

麦
ば

畑。

小千谷市広報の 
Instagramを
チェック！

今月の 
「＃おぢフォト」

　「#おぢフォト」を付けてI
イ ン ス タ

nstag
グ ラ ム

ram
に投稿された画像の中から1枚を紹介
します。

まちのうごき（9月30日現在）

人口と世帯　 
（　）内は前月比

男 17,220人 
（－ 15人）

女 17,486人 
（－ 14人）

合計 34,706人 
（－ 29人）

世帯数 12,657世帯 
（－ 10世帯）

お知らせ

今月の キッズフォト
長谷川　あこちゃん

（1歳0か月）
お母ちゃんより♪
お散歩やお友達と遊
ぶのが好きなあこ。
大きくなっても、ニ
コニコでたくましく
育ってね！ご飯もい
っぱい食べてほしい
な！

異動（9月届出分）

出生   19人

死亡   33人

転入   39人

転出   54人

テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
が
発
生
し
た
ら
ご
連
絡
を
！

　

携
帯
電
話
事
業
者
が
行
う
、
新
た
な

携
帯
電
話
用
周
波
数
の
電
波
を
発
射
す

る
試
験
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
受
信
障
害
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
受
信

障
害
を
確
認
し
た
と
き
は
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
員
が
対
応
し
ま

す
。
対
策
員
は
必
ず
「
対
策
員
証
」
と

「
腕
章
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

■
期
間
／
11
月
19
日
㈭
か
ら
4
週
間
程

度
（
予
定
）

■
対
象
地
区
／
上
ノ
山
3
・
4
・
5
、

船
岡
2
・
3
、
栄
町
、
西
中
、
薭
生
、

山
本

※
そ
の
他
の
地
区
で
も
影
響
が
出
る
可

　

能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
対
応
費
用
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
情
報
統
計
係

☎
83
・
3
5
0
6

　
テ
レ
ビ
映
像
が
乱
れ
た
り
、

　
映
ら
な
い
と
き

☎
0
1
2
0
・
7
0
0
・
0
1
2
：
7
0
0 

Mメ
ガ
ヘ
ル
ツ

H
z
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

※
I
P
電
話
の
方
は
☎
0
5
0
・
3
7
8
6
・
0

　

7
0
0
（
有
料
）

▽
受
付
：
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
含
む
午
前
9
時

　

～
午
後
10
時

▽
詳
し
く
は
、
一
般
社
団
法
人
7
0
0
Mメ

ガ
ヘ
ル
ツ

H
z
利

　

用
推
進
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://www.
　

700afp.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
不
審
な
電
話
や
訪
問
を

　
受
け
た
と
き

☎
83
・
3
5
1
6
：
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市

　

民
生
活
課
生
活
安
全
係
）

▽
受
付
：
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
午
前
9
時

　

～
午
後
4
時

調査票の提出は 
お済みですか？

　国勢調査の回答がお済
みでない方は、至急調査
票へ記入し、提出してく
ださい。
　調査票が未提出の場合、
回収のため調査員が世帯
を訪問します。
■問い合わせ／総務課国
　勢調査担当☎86-7575

忘れずに回答
しましょう

S
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お知らせ

11月　　　　

　　　　　　▷お子さんやご家族に発熱や咳、発疹など普段と違う症状
　　　　　　　がある場合は、来所をご遠慮ください。別日の健診をご
　　　　　　　案内します。
　　　　　　▷会場があすえ～るの健診では、番号札の事前配布を中止
　　　　　　　します。

■乳幼児健（検）診（会場：あすえ～る）

健診名 対象 期日 受付時間・持ち物・その他

4か月児
健康診査 令和2年6月生まれ 11月  5日㈭

受付時間や持ち物などは個別に通知します。

10か月児
健康診査 令和元年12月生まれ 11月12日㈭

1歳6か月児
健康診査 平成31年4月生まれ 11月26日㈭

2歳児
歯科検診 平成30年10月生まれ 11月27日㈮

3歳児
健康診査 平成29年10月生まれ 11月24日㈫

■医療機関で受ける検診（会場：厚生連小千谷総合病院※要予約、専用☎81-1610、平日午後2時～4時受付）

検診名 対象 期日 受付時間 持ち物 その他

先天性股関
節脱臼検診

生後
2～4か月児 11月18日㈬ 14:00～

15:00
受診票（出生届時に交付）、母
子健康手帳、テープ式オムツ

股関節エコー検査を行います。
直接病院に予約をしてください。

乳幼児の健康診査日程
■問い合わせ／健康未来こども課子育て
　応援係（あすえ～る内）☎83-3640

■応募方法／郵便番号、住所、氏名と①クイ
　ズの答え②広報誌へのご意見・ご感想③ご
　希望の賞（AまたはB）④B賞へ応募の場
　合はメールアドレスを、次の方法でお送り
　ください。ただし、Ｂ賞は市内在住の未就
　学児の保護者の方のご応募に限ります。
▷はがき：〶947-8501企画政策課秘書広報
　係（住所は記載不要）
▷ファクス：N83-2789
▷メール：Qplan-kh@city.ojiya.niigata.jp
▷市ホームページ専用フォーム（広報おぢや

保管庫）
■応募締切／10月30日㈮（はがきの場合は、

当日消印有効）
■当選発表／発送をもってかえさせていただ

きます。

9月号のクイズの答えは「②ぶちゃるの」で
した。

　問　題

　昭和30年10月15日に発行された「市報お
ぢや」第1号は、1部いくらで販売されてい
たでしょうか。
①  50銭
②  2円
③  5円

  広報クイズ
　クイズの答えと広報おぢやの感想を
記入してご応募ください。今回は1000
号記念として、正解者の中から抽選で、
次の賞品をプレゼントします。どしど
しご応募ください。

ちぢみの里・錦鯉の里・牛の角突きペア入
場券セット+中越大震災格言風呂敷（2枚）

（3名様）

広報おぢや「今月のキッズフォト」掲載権
（2名様）

A賞

B賞

　あなたのお子さんが「今月のキッズフォト」に登
場。お子さんのかわいい笑顔をみなさんに紹介しま
せんか。（市内在住の未就学児限定）

ちぢみの里

格言風呂敷牛の角突き

錦鯉の里



有
料
広
告
掲
載
欄

※本誌掲載の広告については小千谷市が保証・推奨などするものではありません。

令
和
2
年
10
月
10
日
発
行 

№
1
0
0
0

発
行
：
新
潟
県
小
千
谷
市　

〶
9
4
7
‐
8
5
0
1  

小
千
谷
市
城
内
2
‐
7
‐
5

編
集
：
企
画
政
策
課　

☎
0
2
5
8
・
83
・
3
5
0
7
N
0
2
5
8
・
83
・
2
7
8
9

広
報
お
ぢ
や

●
こ
の
広
報
誌
は
環
境
に
優
し
い
紙
と
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す

編集室 
だより

祝　創刊1000号！初期の広報誌を見ていると、手書きの地図などが掲載され、歴史と苦労を感じ
ました。現在も試行錯誤しながら編集しているので、じっくりと読んでいただけると嬉しいです。こ

中心街に位置するホテル中心街に位置するホテル
￥５5０

作ってみてね！この料理

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー：322㌔㌍
▷たんぱく質：13.7㌘
▷脂質：19.2㌘
▷炭水化物：23.6㌘

じゅわ～っと染み込むおいしさ！ 
　　　　　　　  ～ 凍り豆腐と根菜の煮物～

＜材料＞（2人分）

＜作り方＞
①凍り豆腐は水で戻し、しっかりと水気をしぼる。フライパンに油
　を深さ1㎝ほど注いで火にかける。凍り豆腐を入れ、両面がカリッ
　となるまで揚げ焼きにし、油を切って8等分に切る。
②干ししいたけは水で戻し、一口大に切る。大根は1㎝厚さ、れん
　こんは7～8㎜厚さ、人参は5㎜厚さでそれぞれ半月切りにし、竹
　串がすっと通るくらいまで下ゆでしておく。
③鍋にしいたけの戻し汁としいたけを入れて煮る。しいたけがやわ

らかくなったら野菜を入れ、材料Aを入れて中火で5分くらい煮
　る。しょうゆと凍り豆腐を入れ、さらに10分くらい煮たら火を止
　め味を含ませる。最後に塩ゆでしたいんげんを飾る。

＜調理＞小千谷市食生活改善推進委員
＜問い合わせ＞
健康未来こども課健康増進係（あすえ～る内）☎83-3640

　10月23日は中越大震災の日です。災害時でも
健康を損なわないようにするためには、日頃から
の「食」の備えが大切です。凍り豆腐はたんぱく
質、カルシウム、鉄などを多く含む食品で、保存
ができるのも大きな魅力のひとつです。普段食べ
ている保存ができる食品（米やもち、ツナ缶やレ
トルトカレーなど）を多めに家に置いておき、使っ
た分だけ買い足していけば、賞味期限切れを心配
することなく備蓄できます。

▷鉄：2.5㍉㌘
▷食塩相当量：1.5㌘
▷カルシウム：169㍉㌘

凍り豆腐   乾2枚
揚げ油   適量
大根   100㌘
れんこん   ½節
人参   ⅓本
干ししいたけ   2～3枚

しいたけの戻し汁   2カップ
　　酒   大さじ½
　　みりん  大さじ½
　　砂糖   大さじ½
しょうゆ   大さじ1
いんげん   2本
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信濃川の増水にご注意ください

地域に信頼される発電所を目指して

信濃川発電所
82-2702（休日・夜間82-0196）

JR東日本

信濃川や山本山にある調整池での水難事故防止のた
め、増水をサイレンでお知らせしています。
サイレンが鳴り警報が放送されたら、ただちに川か
ら離れ、安全な場所へ避難しましょう。
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